
燃えて若返る森の樹々

地球か燃える

中東の湾岸戦争で火をつけられたクウェー

トの油田地帯の炎と黒煙を，宇宙の人工衛星

から写したシーンを記憶されている方も多い

と思う。 テレビの画面に映し出された映像は

まるで地球が燃えているようであった。この

ときの大火災は，戦争が原因ということもあ

り国民の多くの人々が注目したところであ

る。

地球に火がつくように見える現象は，地球

環境を煙とＣ０２で汚染する大規模な山火事

でも起きると思われる。

世界の大森林火災

その規模の大きさからまだ記憶に新しい森

林火災のひとつに1983 年２月のインドネシ

ア東カリマンタンの大火災がある。焼失面積

350 万haと言われており， 火災の時の煙でシ

ンガポールの空港が混乱したそうである。こ

の山火事は，その後地面の下の石炭層でくす

ぶり続け，いわゆる地中火となって，咋年９

年ぶりに地上に燃え広がったものである。今

回もシンガポール上空に煙霧がただよい，航

空機の発着に支障を来したことが報道され

た。

熱帯のジャングルは，高さ数十 ｍ の高木
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の下に，多くの植物が繁茂しており，自然に

火が入ることは少ないと言われている。 1983

年の出火のときは長引く乾期の異常な乾燥下

で，焼き畑のための火入れが乾ききった枯草

に燃え移ったのが原因と見られている。

中国では1987 年５月に，黒竜汪省の大興

安嶺で大火災が発生し，必死の消火活動にも

関わらず四国の半分を超す面積が焼失してい

る。また，1988 年７月には３ヵ月にわたる延

焼で，約45 万ha を焼いて鎮火した米国のイ

ェローストーン国立公園の山火事1)が記憶に

新しい。このときは雷などの自然発生的森林

火災は消火しないという公園側の対策のため

に大火災となったもので，米国国内でも公園

側の処置に対して賛否両論が沸き上がったそ

うである。

森林火災の影響

人工衛星か ら地 球を見たと き，確実 に地球

上 の緑 が減 少 して い るのが 分 か るそ うであ

る。多分，前記 の ３件の大火災 は当時人工衛

星か らも見ることが出来 たと思われ る。 ９年

ぶりに燃 えた東 カ リマ ンタン，火災後人工造

林が続 けられている大興安 嶺，燃え たまま放

置されたイェローストーン国立公園各々の

国 で各々の対 応がなされているが，林地 の荒

一　　　　　　　　　　　　　　　　　消防科学と仙報



廃化等の山火事の悪影響が今後も続くのは焼

き畑の続く東カリマンタンだけのように思わ

れる。

イェローストーンの大火災の影響について

はＮＨＫ の特集で報道されたのでご存じの方

も多いと思われるが，この火災では火災翌年

に草本植物が以外に早く再生していた。おそ

らく大興安嶺も寒冷な気候条件下とはいえ，

造林事業の効果 もあって，緑が回復してきて

いると推定される。

火を利用する戦略で拡大する樹種

山火事で真っ黒焦げになった樹木と林地は

どう回復していくのか，米国の研究者の長年

の研究成果により明らかに成りつつある。す

なわち，植物の中には山火事が発生しなけれ

ばその勢力を拡大出来ない種類のものがある

ということが次第に分かってきたのである。

つまり，山火事で森林の植物が燃えてしまう

とき，自 らも燃えな がら自分 の縄張りを広 げ

てい く植物があ ると言 うので ある。 そ れらの

研究の成果を踏 まえ て， 自然発火の森林火災

は人問が消火し ないで 自然鎮火を待つ とい う

イェローストーン国立 公園の姿勢が確立 され

たわけであ る。

近年，山火事 と森 林生 態系の関係を 研究 す

る 「Firｅ-Ｅｃｏｌｏｇｙ 火生 態学」 と いう学問 が

発展 して きた。 わが国 の森林の中 にも山 火事

をきっかけに勢力 範囲を広げよ うとする植物

の有ることが， この火生 態学 の研 究で明 らか

にされつつ ある。

火事に備えて根を張り巡らす植物

山菜の女王と言 われるタラノキ（ タラン

ボ，タラノメ）は，森林作業の上ではその鋭

い刺のために厄介者である。しかし，山の幸

としての価値は高く，最近では栽培もされて

いる。ところで，この木は種で増やすのが難
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写真１　山火事跡地のヤマナラシ萌芽
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しいと言われていたものであるが，なぜか山

火事の跡によく見かけることがある。

草木が焼失した林地に小さなタラノキの苗

が点々と並んでいるときがある。その根元を

掘ってみると，地中に直径５mmぐらいの根が

水平に延びていて，地上の苗がその根から発

生している場合がある。この地中の根を手繰

るように掘り出していくと，かなり長い根の

先に焼けたタラノキが立っていることがあ

る。この地中の根は所々で火事の熱により焼

き切られていることがあるにもかかわらず，

生きている。そして，周りの樹々がいったん

山火事で焼失すると，林地に堆積している灰

の栄養を肥料として吸収し，降り注ぐ太陽の

光をいっぱい浴びて急速に成長する機会をひ

たすら待っているかのようである。このよう

な性質を持った植物は他にヌルデ，ヤマナラ

シ等がある。写真１は山火事後３ヵ月を経た

札幌市郊外の落葉広葉樹林の林床の状況であ

る。火災直後の草木の焼失の跡が殆ど分から

ないほど林床は無数の萌芽したヤマナラシの

若木で覆われている。

土中の種子で火事を待つ植物

山火事跡地の植物の再生戦略と称される植

物群落の再生の仕方について，火生態学では

①栄養体戦略（焼け残りの地下部から再生す

る）②埋土種子戦略（土中に埋まっていた種

子が発芽して再生する）③侵入種子戦略（山

火事後他から侵入してきた種子が発芽して再

生する。）④混合戦略（①～③までの組合せ）

等に区分して考えられている3）。

前記のタラノキは山火事の前に生存してい

た個体の根で増える①の例であったが，次に

紹介する植物は土の中にある種子（埋土種子
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という）が何年間も山火事を待ち続ける� の

タイプである。

アカマツの林が燃えた跡にアカメガシワ，

マルバハギ，ヤマウルシ，ヌルデ，イヌザン

ショウ，サルトリイバラ，ヤマザクラ，サン

カクヅル， コバノガマズミ，ヨウシュヤマゴ

ボウ等が芽生える2）。これらはアカマツが焼

失する前に地中に埋まっていた種子が，山火

事をきっかけに発芽したものである。山火事

で多くの植物が焼失するにも関わらず，この

ように，火事の機会を巧みに捉え自分の勢力

を広げている（人問がそのように思っている

だけかもしれないが）ものがある。

火事こそ我が命の泉

これまでに紹介してきた植物は，森林の高

木が山火事以外の原因で倒れたときにも再生

してくる種類でもある。しかし，火事の時の

熱が種子の発芽再生に深く関わっている植物

があり，山火事が起きないと他の植物に負け

てしまうマツがある。

北アメリカのバンクシアナマツ（ジャック

パイン）やロッジポールパインというマツの

球果（マツボックリ）は，普段枝についたま

ま堅く閉じていて，種子を散布しないと言わ

れているl）。しかし，このマツボックリは山火

事の熱でヤニが融けて鱗片が開き， はじめて

種子がまき散らされる。

イエローストーン国立公園の大火災は，バ

ンクシアナマツにとっては種の保存に結びつ

く現象であり，火事がなければその林を維持

できないのである。雨を伴わない一瞬の落雷

は，バ ンクシアナマツヘの天の恵みで もあ

る。
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表１　 植物の防火性（高橋・福崎1980 ）

防火力 既往文献によ る区分 推定による区分

大

ア スナロ

コウヨウ ザン

シラカシ

モチ ノキ

シ ヤリ ンバイ

タラ ヨウ

モッコ ク

キ ヨウチクト

ウ

フ オキ

ヒメユ ズリハ

イヌマキ

スダジイ

タブノキ

クロガネモチ

カナメモチ

ツバキ類

サカキ

サ ンゴジュ

ヤツデ

カラタチ

コウヤマキ

アカガシ

ヤブニッケ イ

ネズミモチ

ヤマモモ

サザ ンカ

シキ ミ

マサキ

ユ ズリ ハ

ニ オイヒ パ

シロ ダモ

ナ ワシログ ミ

オオバイポ タ

ヤブ ラン

ピ ワ

チャ

ムベ

マ ンリョウ

キ チジョウソ

ウ

カルバ シャリ

ンバイ

ジ ンチョウゲ

ピナ ンカ ズラ

ジャ ノヒ ゲ

カクレ ミノ

ツルグ ミ

キヅ タ

オオバジャノ

ヒゲ

中

ヒ ノキ

イチ イ

ウバ メガシ

ミズキ＊

ュ リノキ

ブ ラタナス

イヌツゲ

ツツジ類

サワラ

イチョウ゛

カシワ゛

イチジグ

キリ

ヒサカキ

クチナシ

ハコネウツギ

カラマツ１

マ テバシ イ

ヒ イラギ

セ ンダン゛

アオギ リ

トベ ラ

アジサイ

ヒヨクヒ バ

ピ ンオーク

アメリカハナ

ミズキ

クサギ

ヤマアジサ イ

ニワト コ

サルト リイバ

ラ

ヤブマオ

イノコヅチ

ホウチャクソ

ウ

タチシオデ

ベニシダ

シノブヒ バ

クリ

コプシ

ト キワサンザ

シ

マユミ

ヤブデマリ

アケビ

メヤブマオ

フタリシヅカ

ヤマユリ

シオデ

イタチシダ

キャラボ ク

オニ グル ミ

アカ メガ シワ

ヒ イラギナ ン

テ ン

ゴ ンズイ

ガマ ズミ

ェピヅ ル

ノ ダケ

ド クダミ

コ パノギポウ

シ

シ ラヤマギク

コナラ

クマ ノミズキ

イイギ リ

イボタ

ヤマウ コギ

ヤブコウ ジ

ノブド ウ

ウ ラシ マソウ

ナルコ ユリ

ミョウ ガ

カ モガヤ

小

カヤ

タチヤナギ

ケヤキ

ウメ

ニセアカシア

カキ

バラ類

アセピ

モ ミ

シ ダレ ヤナ ギ

クスノキ

カリン

フジキ

サルスペリ

ハギ類

ポプラ類

アラカシ

サクラ類

ェ ンジュ

カェ デ類

シナノキ

ニシキギ

イヌガヤ

ムクノキ

カマツカ

ハゼノキ

ボケ

クサイチゴ

サ ンショウ

ハナソノツク

バネウツギ

ツルウメモド

キ

アマ チヤズル

タチツポ スミ

レ

エピネ

ハリガネワ ラ

ビ

ヤワラシダ

カニクサ

メタセコイヤ

エノキ

イヌエンジュ

ヤマハゼ

ホザキナ ナカ

マド

ユキヤナギ

ハナ ズオウ

コウヤ ポウ キ

トコロ

カ ラスウリ

ヤマ シロギ ク

ヌカキピ

クマ ワラピ

ミソシダ

イヌシデ

エ ゴノキ

キ ハダ

ヤマグワ

マヤブキ

ムラサキシ キ

ブ

メギ

フジ

ヤマノイモ

スイカ ズラ

テキリ スゲ

チヂ ミザサ

ハシゴシ ダ

シケシ ダ

アカシデ

カツラ

シンジュ

コウソ

モ ミジイチゴ

ヒウガ ミズキ

ドウダ ンツツ

ジ

ナツヅ タ

ヘクソカ ズラ

ミズヒキ

ナキリ スゲ

トボシ ガラ

イ ヌワ ラピ

ゼ ンマ イ

危

険

アカマツ

ヒ マラヤシ ー

ダー

キンモクセイ

オカメザサ

ウィーピング

ラブグラス'゛

クロマツ

スギ

シュロ

クマ ザサ

ダイオウショ

ウ

タイサンボク

マダケ

アズマネザサ

ト ウジュロ

ノガリヤス

夕ヶ 類

シノぐI

サ サ類 ススギ

＊　夏期の着葉時 は防火力 が大きい。　＊＊　 冬期の枯葉・拈茎が危険。
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今，森は燃え易いのか？

ところで，これまで見てきたように，森林

の樹木や草は火事に遭遇してもしたたかに生

き延びていることがお分かり頂けたと思う。

わが国の森林は放置されると自然に森林に戻

り易いのである。最近は，余暇で山菜採りや

ハイキングで山に入り込む人が多くなり， 夕

バコの火の不始末等から山火小になるケース

も多い。

一方，最近の森林の管理状態は人手不足も

あり極めて悪い状況にある。昔は，家の裏山

の落葉や枯れ枝は燃料にするために採集され

ていて，林床 には燃料となる枝・葉が少な

かったのであるが，今は管理が悪く落葉・落

枝の厚く堆秘している荒れ放題の森林が増え

ている。このような森林は万一火がっくとか

なり燃え易い状況になっていると言える。

平成３年３月７日に発生した茨城県日立市

の山火事は，森林を閧発して造成された住宅

地域へ延焼した火災例として注目を浴びた。

このような火災の事例は今後益々増加する恐

参　考

１）　飯泉　茂ほか：ファイアーエコロジー.東海

大学出版会.1991

2）　中越信和ほか：広島大学総合科学部紀要Ⅳ.

1983

-

れがあり，森林周辺の住宅地開発の際の防火

対策の構築が望まれる。

火を防ぐ樹木

山火事の延焼を防ぐ目的で設けられる樹林

を防火林と言う。わが国の多くの研究者の調

査・研究により，樹木の葉の発火温度や燃焼

性，あるいは被災地の生存木の種類等が明ら

かにされている。表１は日本における防火樹

のリストである。

最も防火力の大きいと言われている種類の

樹種を，防火林に使用することが理想的であ

るが，常緑広葉樹の高木は東北，北海道では

冬の寒さに耐えられないため使えない。ま

た，危険と位置づけされている樹種は防火林

の構成樹種として使用しないほうがよいし，

このような種類 の林が住宅地の近くにある

と，その周りに防火林を設ける必要がある。

ちなみに，危険と言われる樹種は庭木として

も一考を要し，日立市の火災ではスギの生け

垣が延焼した例があった。
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